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木 木

断とは の が に られ、 表に に 発 る であ 、 の 断は

では の 20 ～30 、 では の数 ～10 大 いと れ いる。本 では、

である石川県 を とし 、スギ の の を とと に の

まとめる とで、 の 断に い に る とを試 た。その結果、2018 度 の

は 78.1 、2019 度 の は 76.2%、2020 度 の は 84.0 であった。それ

ぞれの にお る は、 、 、 といった による いは見られ 、

との関係の が であった。 らに、 を いた の 結果と 度との関

係を たと 、 数曲 によっ 近 で る とが った。

断、 、スギ 、 度、 ・

a の

b の

 の

 

断とは の が に られ、 表

に に 発 る の とである。 の

断は では に の 20%～30%で

あ 、 では の数 ～10% 大 いと れ

いる。 のため、 の 断 を に る

とは、 の の に め

である。し し、 の 断の は、

の 断に関 る よ なく、

な を るに っ いない。そ で、本

では石川県 のスギ にお る の

を し、 と の の

を とで 断の を るとと に、

の まとめる とで、 の

断に い に る とを試 た。 

 法

 の  

本 の は、石川県 ンター

試験 とした（ （a））。本試験 を

とした は、   .（2017）、 田

ら（2021）、Hirata et al.（2021）、高 ら（2016）

な に 発表し いる。 に と の

をそれぞれ 1 た（

（ ））。そし 、 の を るために

木 を した。 の大 は、 の

が し ある を に 20m×20m の

とした。 は、 、 度、 木

本数 度、 高 径、 高断面 、

－9－

石川県林試研報　53 ：9 〜 12（2022）



高、 数である（表 ）。 度は、

した の に める の

を した である。 の は、

ン （Nikon FC-E8）を た タ

（N ON E990）によ した。そし 、

度の には ・ が

作成した ー CanopOn2 を いた。ま

た、 に を の を るため

に、 口・ （2010）を に 20 度の

の 度を めた。 数は、

（ 産 ）の で間 材 の とし

れ いる 度の 度である。本 で

は、 した の 高と 木本数 度 ら、

Ry グ を し、

数を した。 

 の  

断 の には、 を る 、

ス ー ン ーによっ 試 を し

を る な がある。また、 の

を 、 の 動の 小 いと ら

れる の とし 、

による が 表 とし げられる。本

では、 であ の 間 が

間 に るとい はある のの、

で る とが である と

ら （大 ）によっ 、

を した。2018 度 の は、

2018 11 27 日 ら 2019 4 4 日までの

14 回、 2019 度 の は、2019 12 10

日 ら 2020 3 20 日までの 8 回、2020 度

の は、2020 12 11 日 ら 2021 2

26 日までの 7 回である。 

に 径 47 ㎝の 70L の大 を 7 、

に 径 47㎝の 90Lの大 を 3 した

（ ）。大 は 動 による

を ため、木製の を 、 ン を い

した。大 には の ー を

、 を い 10g で れた

の を した。 れた は、 の

度を 1g/cm3と し、 の 面

で る とによ 高値 を った。 で

れた 下 と 、 を

、 で れた を とし、

に る の を

とした。なお、 木の を っ れる

下におい は に ない であるため

し いない。 

 

2018～2020 度 にお る （ ス

）の を表 に 。 を った

間は な で、 と の 度とし

いられる 2 を と ると、 が

2 を下回ったのは 2019 1 、2021 1 の

であった。2018 度 の は 4.2 、

2019 度 の は 5.5 、2020 度

の は 4.1 であった。また、2018

度 の は 989.5mm、2019 度 の

は 58.5mm、2020 度 の は 1074mm

であった。 

2018 度の にお る 、

、および、 を （a）に 。

2018 度の の による
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 の ス  

 

 

 

mm 

 

 

m/s 

日  

間 

h 

 

 

cm 

に い は大 を ー ー ーした

と ら となっ いる。 

らに、スギ の に い

に る とを とし 、スギ で

を い 断の を った を

した。 した は、 ら（2016）、

ら（2019）、 田・ 本（2015）、 口・ （2010）

4.9 2018/12 401.0 1.6 48.9 34  

2019/01 1.8 264.5 1.6 66.5 27  

2019/02 3.6 146.5 1.7 85.0 23  

6.6 2019/03 177.5 1.9 2 105.6 

5.7 2019/12 322.5 1.6 77.9 0 

4.9 2020/01 

は 1266.5mm であった。 は

989.4mm であった。 は 57.3～84.8%で

あった。 れを見ると に （

、 、 な ）な は見られ 、

は 80mm までは と に る

が、80mm の は 80%で となっ

いる とが る。 

2019 度の にお る 、

、および、 を （b）に 。

2019 度の の による

は 1056.3mm であった。 は

805.0mm であった。 は 70.0～81.2%で

あった。2018 度と く に な

は見られな った。また、2018 度のよ な

の 間が った と ら  は

75% の値となっ いる。 

2020 度の にお る 、

、および、 を （c）に 。

2020 度の の による

は 969.8mmであった。 は 814.9mm

であった。 は 73.2～ 0.2 であった。

2018 度、2019 度と く、 に

な は見られな った。また、 は 80%

で となっ いる。なお、2020 度に い は

ンター の関係 ら ・

が の よ くなった と ら、y のス

ー が なっ いる。また、1 21 日 らの

287.5 1.8 56.0 0 

4.1 2020/02 171.5 1.9 81.8 21  

7.3 2020/03 177.0 2.1 136.5 2 

2020/12 4.2 378.0 1.5 53.4 48  

1.2 2021/01 377.0 1.7 53.2 141  

2.9 2021/02 180.5 1.9 91.5 93  

2021/03 7.9 138.5 2.0 153.4 27  
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Y=26.3×log10（ ）+44.3  （1） 

である。 れらの ら、 と 度

の を した。そし 、 の 結

果と 度との関係を した（ ４）。ま

た、本 の 3 間にお る

し いる。 れを見ると、 ら（2019）が

し いるよ に、 度と に の相

関がある とが る。 れらの ータに し

近 曲 を はめたと 、 の 数曲 の

はま が った。 

IV  
である石川県 を とし 、

に、 ： 度（%）、Y： （%）であ

る。 で めた近 を いる とで、スギ

の の を とがで ると

られる。た し、本 では （ 、

、 な ）による 断 の は

ではな ったが、 によっ 断 が

なる と れ お （ ら、2019）、

の 3 元 な し 、 らに

断に関 る の が であ 。 

スギ の の を 3 った。

2018 度の は 78.1%、2019 度の

は 76.2%、2020 度の は 84.0%

であった。それぞれの にお る 断

は、 （ 、 、 な ）との

関係は見られ 、 との関係の が で

あった。 らに、 を い

を した の 結果をまとめたと

、 と 度との間に いなが

ら相関が認められ、 数曲 で近 で る とが

った。 

の にお る 2013/2014 の

、スギ の 断 および

、21(1)、pp.6-10 

 なお、本 は、 C（20K06301）

による 強 は による

に る となる 、石川県 らの

、 学

高度 グ ー D

ー の 成を た。また、

の には、石川県の 田 、小倉

に を いた。 し の を表 。 
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